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施策②（続き）

政策06 福祉① 市民の健康を守り、誰もが夢や生きがいを持って安心して暮らせるまちをつくる

施策①生活習慣病予防に取り組むなど
生涯にわたる健康づくりを支援する

広がる！こどもの居場所 団体の活動を支援

施策②子どもが健やかに生まれ育つ環境をつくる

▲アプリ画面

スマホde健康ポイントの一環として、まち歩き

を楽しみ、健康増進を図ることを目的に、11月

の1か月間、「ふくいまちなかスタンプラリー」

を実施しました。

養浩館庭園など市内10か所を巡り、3か所以上で

デジタルスタンプを集めた方を対象に、抽選で

商品券を進呈しました。期間中は557人が参加し、

81人が3か所以上のスタンプを集めました。

「ふくふくこうのとり支援事業」スタート！
中核市トップクラスの不妊治療助成を実施

▲申請受付の様子

こどもを望む方が安心して治療を受けられるよ

う、令和7年度から市独自の事業に取り組みま

した。経済的負担を軽減するため、特定不妊治

療や不妊治療連絡カード作成にかかる費用の一

部を助成したほか、精神的負担を軽減するため

不育・不妊のこころの相談会を年4回実施し、

不妊治療や助成に関する動画の作成・配信を行

いました。

スマホde健康ポイント
ふくいまちなかスタンプラリー2025

▲こども食堂実施の様子

地域でこどもの居場所づくりに取り組む団体を

支援しました。19団体が38か所で食事の提供

や体験活動、学習支援を実施し、こどもたちが

安心して過ごせる地域の居場所の確保につなげ

ました。
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施策③（続き）施策②子どもが健やかに生まれ育つ環境をつくる

施策④障がいや難病等を抱える人が
地域で安心して生活できるよう支援する

施策③高齢者が住み慣れた地域で
安心して暮らし続けることができる環境をつくる

政策06 福祉② 市民の健康を守り、誰もが夢や生きがいを持って安心して暮らせるまちをつくる

▲児童館プレールームの様子

近年の記録的な猛暑を踏まえ、児童館でこども

たちが安全に安心して過ごせるよう、当初の計

画を前倒しして、未整備の児童館のプレールー

ム（23館）に空調を整備しました。

すでに整備済みの児童館と合わせ、すべての児

童館（29館）で空調が利用できる環境になりま

した。

高齢者世帯への犯罪を防ぐ 住まいの防犯設備導入を支援

ひとり暮らし等の高齢者世帯の犯罪被害を防ぐ

ため、録画機能付インターホンや防犯カメラな

ど、住まいの防犯対策にかかる費用を支援する

ことで、高齢者の安全・安心の向上に繋げまし

た。

5月から補助申請の受付を開始し、273件の申

請がありました。

福井市版終活支援プロジェクト スタート！

身寄りのない高齢者が、住み慣れた地域で安心

して最期を迎えられる社会を目指し、関係者を

集めたワークショップを3回実施しました。葬

儀会社や福祉関係団体、市職員など約60名が参

加し、終活に関する支援策を検討しました。

また、1月17日（土）にショッピングシティ・

ベルにおいて、普及啓発イベント「終活フェス

タ」を開催しました。約30の企業や団体がブー

スや相談窓口を設置し、約250名が来場しまし

た。

「天賦を、ひらく」
 障がい者芸術文化祭開催！

▲ステージパフォーマンスの様子

共生社会の実現を目指し、芸術文化を通して、

障がいのある人もない人も一堂に会し、交流す

る場として、10月25日（土）に初開催しまし

た。ステージパフォーマンスや障がい者アート

の展示、手話カフェ等のワークショップを行い、

約2,500名が参加しました。手話通訳や要約筆

記者の配置、高校生ボランティア約50名等の運

営サポートにより、誰もが参加しやすく、共に

創り上げ一緒に楽しめる場となりました。

児童館プレイルームの空調設備 全館で整備完了

▲終活意見交換会の様子（左）と
「終活フェスタ」案内チラシ

▲防犯対策品
（録画希望付インターホン・防犯カメラ）

てんぷ
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施策⑤複雑化・複合化する支援ニーズを包括的に受け止める
      体制をつくる

施策⑥公衆衛生の向上や健康管理の強化に取り組む

政策06 福祉③ 市民の健康を守り、誰もが夢や生きがいを持って安心して暮らせるまちをつくる

▲研修の様子

福祉総合相談室のアウトリーチ支援員※を1名

増員し、地域包括支援センターと連携して複合

的な課題を抱えるご家庭への同行訪問を行うな

ど、関係機関と連携して相談対応の強化を図り

ました。また、地域包括支援センターや障がい

相談支援機関の職員などに対し、相談機能の強

化を目的とした「包括的相談支援研修」を実施

しました。

帯状疱疹の定期予防接種 スタート！

▲帯状疱疹ワクチン定期予防接種
（イメージ）

帯状疱疹※やその合併症を予防するために、65歳、

70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳

以上の方を対象に予防接種を実施し、4,135人

（令和7年度実施分）が接種しました。

複合的課題への対応力を強化

※体の中に潜伏した「水痘帯状疱疹ウイルス」が
再活性化することにより、身体の左右どちらかに
帯状に、時に痛みを伴う水痘が出現する病気

※支援が必要なのに届いていない人に対し、訪問
での相談を行うなど積極的に働きかけ、必要な情
報や支援を届ける専門職


